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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

当連結会計年度におけるわが国経済は、平成26年４月の消費税引き上げに伴う駆け込み需要の反動により減速

しましたが、政府の経済政策等を背景に、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。また、当社の売上高前

年比においても、第１四半期累計期間93.3％、第２四半期累計期間100.0％、第３四半期累計期間103.5％、当連

結会計年度101.3％と、駆け込み需要の反動減から、回復基調の流れとなりました。しかしながら、円安による

輸入価格の上昇など、個人消費は低迷し、依然として消費環境は先行き不透明な状況が続いております。 

このような経営環境のなか、当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、事業の長期的な成長を重視し、社

会のデジタル化に対応した写真事業への変革を目指して、当連結会計年度の計画を推進してまいりました。 

 実施した施策は、以下のとおりです。

① 「カメラのキタムラ」を５店、「スタジオマリオ」を５店、「Apple正規サービスプロバイダ認定店」を

８店、合計18店出店しました。退店は24店です。「カメラのキタムラ」19店、「スタジオマリオ」３店、

「Apple正規サービスプロバイダ認定店」の移転による退店２店です。

② 「年賀状」の収益向上のために、次の施策を実施しました。

・スマートフォンからの年賀状注文の強化策として、「写真つき年賀状注文アプリ」、「印刷年賀状注文

アプリ」全７種類を投入しました。 

・「写真つき年賀状」では、「キタムラオリジナルデザイン年賀状」を強化しました。デザインを約

1,100種類に増やしました。「ちびまる子ちゃん」デザインも好評でした。 

・「印刷タイプの年賀状」では、プリンターを全店入替え、高品質・スピード仕上げを実現しました。 

・「スタジオマリオ」で「マリオフォトＣＤ」ご購入のお客さまに、特別割引を実施しました。 

・「宛名データ化」「宛名シール」の作成に加え、「宛名同時印刷」を開始しました。 

 その結果、年賀状の販売枚数は、6,547万枚（前年同期比2.5％増）となりました。 

③ 「スタジオマリオ」は、最大需要期の七五三撮影において、予定通りお客さまにご利用いただくことがで

きました。しかし、駆け込み需要の反動により、売上高は前年同期比2.2％減、客数が前年同期比5.4％減

となりました。客単価は、前年同期比3.4％増となりました。

④ スマートフォンの販売店舗数を、当連結会計年度で25店増やし438店に拡大しました。また、取扱いキャ

リアは、ドコモを73店増加し428店に、ａｕを152店増加し243店に拡大しました。ソフトバンクは９店減

少し303店です。平成26年10月から店頭タブレットを使用して、３キャリア（ドコモ、ａｕ、ソフトバン

ク）の料金プランや特典が同時に比較できる無料診断を開始しました。

⑤ 「魔法のアルバム体験キャンペーン」として、イヤーアルバム10％ＯＦＦのキャンペーンを実施しまし

た。店頭での「おまかせ体験」（お客さまの「写真選び」のお手伝い）を通じて、イヤーアルバムの良さ

や作る楽しさを味わっていただき、プリントの増加につなげております。

⑥ 市場の変化に合わせた店舗の統合・再配置を推進しております。平成26年４月に、連結子会社である株式

会社ビコムキタムラが運営する「ＴＳＵＴＡＹＡ中津店」と、「カメラのキタムラ中津店」を移転し統合

しました。さらに、「スタジオマリオ」を新規併設出店しました。

⑦ 平成26年８月27日に、「スタジオマリオ」のホームページを全面リニューアルしました。店舗別ＴＯＰペ

ージの設置で、店舗情報が見やすくなりました。また、スマートフォン・タブレットでも、パソコン向け

ホームページと同様の情報量を掲示しながらも、操作しやすいレイアウトに変更しました。

⑧ 平成27年３月25日に、「カメラのキタムラ」のホームページをさらに見やすく使いやすいサイトにリニュ

ーアルしました。お客さまが、より分かりやすく興味のあるカテゴリに直接アクセスできるよう「パネル

デザイン」を採用しました。また、スマートフォン・タブレットでも、より操作しやすいレイアウトに変

更しました。

⑨ 平成27年１月には、「カメラのキタムラ楽天市場店」が「ショップ・オブ・ザ・イヤー」を、受賞しまし

た。平成27年３月には、「カメラのキタムラヤフー店」が「ヤフーショッピングベストストア」を受賞し

ました。また、「日本オンラインショッピング大賞」では「大賞グランプリ」を受賞しました。

⑩ 「カメラのキタムラ ネットショップ」の家電サービスにおいて、一般財団法人家電製品協会が家電のリ

サイクルサービスに関して適切な処理を行っている取扱店に推奨する「家電リサイクル券取扱優良店」に

認定されました。
⑪ 外国人観光客の増加に合わせ、「カメラのキタムラ」の免税実施店舗を８店増やし、23店に拡大しまし

た。また、「キタムラネット中古サイト」を、英語・中国語・韓国語の３カ国語に対応しました。

⑫ 平成26年９月より、「カメラのキタムラ」108店で店舗の外観をリニューアルしました。「スマホ」と

「フォトブック」訴求の強化が目的です。 

⑬ 平成26年12月に「カメラのキタムラ湘南T-SITE店」を出店しました。新しい試みとして、写真プリントの

注文方法にタブレット端末を導入しました。場所を選ばずに楽しみながら写真選びができます。また、写

真プリントの注文コーナーは従来の店舗より広く設計し、ご家族でくつろぎながら大きな画面で写真選び

ができるようにしました。 
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⑭ 平成27年１月より、「カメラのキタムラ」全店で「名刺スキャン代行サービス」を開始しました。店舗で

スキャンを代行し、名刺管理アプリ「Eight」で活用できるようにデータ化して送信いたします。 

⑮ 平成27年２月より、ワールドリミテッドと業務提携し、ARアプリ「Clip（クリップ）」の「うごく写真」

の取扱いを開始しました。思い出の動画を写真に埋め込み、撮影時の雰囲気をそのまま伝えることができ

ます。「Clip」を活用した写真プリントの新サービスを提案していくとともに、ご利用いただくお客さま

に対して新たなコミュニケーションの創造と価値の提供を行っております。 

 この結果、当連結会計年度において当社グループの実績は、売上高は153,174百万円（前年同期比0.7％増）にな

りました。消費税増税前の駆け込み需要等の反動から回復し、スマートフォン販売が計画を上回ったことにより増

収となりました。しかし利益面では、天候不順によるプリント部門の売上減少、スマートフォン販売強化による販

売促進費の増加及び店舗外観のリニューアル等のコスト増加により、営業利益1,620百万円（前年同期比36.1％

減)、経常利益1,898百万円（前年同期比29.1％減）、当期純利益449百万円（前年同期比59.1％減）となりまし

た。 

 

セグメントごとの業績は、以下のとおりです。

（店舗販売事業）

 取扱店舗を拡大したApple製品修理サービスやスマートフォン販売が好調に推移したことにより売上高が

増加しました。しかしながら、プリント部門では、年賀状販売が好調だったものの、デジカメプリントが前

年を下回ったことにより、利益の減少となりました。

 この結果、当連結会計年度での売上高は135,971百万円（前年同期比1.3％増）となり、1,525百万円のセ

グメント利益（前年同期比30.5％減）となりました。

 

（レンタル事業）

 ＤＶＤ・ＣＤ及びゲームソフトの販売が減少したものの、書籍、文具・雑貨の販売、コミックレンタルが

好調に推移したことにより売上高が増加しました。

 この結果、当連結会計年度での売上高は5,249百万円(前年同期比3.6％増）となり、84百万円のセグメン

ト利益(前年同期比120.1％増）となりました。

 

（服飾卸販売事業）

 主力商品である「ＯＵＴＤＯＯＲ ＰＲＯＤＵＣＴＳ」の卸販売が堅調に推移したことにより売上高が微

増となりましたが、円安の影響により粗利率が悪化したため利益の減少となりました。

 この結果、当連結会計年度での売上高は1,592百万円（前年同期比0.0％増）となり、141百万円のセグメ

ント利益（前年同期比12.2％減）となりました。

 

（写真卸販売事業）

 消費税増税前の駆け込み需要等の反動から、物販部門において売上高が減少しました。しかしながら、七

五三、成人式、ブライダルなどの様々な用途に合わせたデザインアルバムの卸販売が好調に推移したことに

より利益の増加となりました。

 この結果、当連結会計年度での売上高は4,911百万円（前年同期比2.8％減）となり、369百万円のセグメ

ント利益（前年同期比4.6％増）となりました。

 

（その他事業）

 医療用機器等の販売が消費税増税前の駆け込み需要等の反動により、売上高が減少しました。

 当連結会計年度での売上高は5,449百万円（前年同期比10.3％減）となり、229百万円のセグメント利益

（前年同期比29.7％減）となりました。
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＜次期の見通し＞

 平成28年３月期の業績見通しは、売上高160,000百万円（前年同期比4.5％増）、営業利益1,900百万円（前年同

期比17.2％増）、経常利益2,100百万円（前年同期比10.6％増）、親会社株主に帰属する当期純利益800百万円（前

年同期比77.9％増）を見込んでおります。 

 そのために、以下の施策をすすめます。

①新しい写真の楽しみ方を提案するために、全店の写真注文コーナーを改装します。 

 ＰＣを入れ替え、ソフトを「WPS」（ワンダー・プリント・ステーション）に入れ替えます。店員のサポートを

受けながらフォトブックやシャッフルプリントなどの写真づくりを楽しんでいただくコーナーです。 

②すべての活動をプリントにつなげる戦略を強化し、継続します。 

１) 店頭での「おまかせ体験」でフォトブックを増やします。

２) デジタルカメラを販売して、プリントを増やします。

３) スマートフォンを販売して、プリントを増やします。

４) キタムラネット会員を増やして、プリントを増やします。

５) アップル製品サービス店を増やして、プリントを増やします。

６) 「スタジオマリオ」の撮影を増やして、プリントを増やします。

７) データベースを機軸とした新しい写真ビジネスを構築します。

③デジタルカメラは、専門店ならではの販売でシェアアップを目指します。

④オムニチャネルをさらにすすめて、店舗とＥＣ両方の客数・売上高の増加を目指します。

１) キタムラネット会員を店頭で募集して増やします。

２) ＥＣを店舗の便利な道具として使いこなし、「おとりよせ販売」を増やします。

３) 店頭タブレット端末を活用したおすすめ販売で、売上高の増加につなげます。

４) 店舗ブログを活用して、客数を増やします。

⑤Apple正規サービスプロバイダ認定店として、アップル製品修理サービスの店舗数を増やし、「カメラのキタム

ラ」とのシナジー効果を高めます。

⑥スマートフォンをデジタルカメラと同様に丁寧に販売し、リピート率を高めます。

⑦立地の変化に合わせ、店舗のスクラップ＆ビルドをすすめて、収益改善を推進します。

⑧「カメラのキタムラ」「スタジオマリオ」「Apple正規サービスプロバイダ認定店」の併設店化を進めます。

⑨七五三・年賀状商戦で、収益向上を目指します。

 

(2）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

１）資産

 当連結会計年度末の総資産につきましては64,720百万円となり、前連結会計年度末比1,460百万円の減少とな

りました。リース資産が1,658百万円、投資有価証券が308百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が1,106

百万円、仕入先長期積立金が634百万円、商品が464百万円、敷金及び保証金が401百万円、未収入金が398百万

円減少したこと等によるものです。

２）負債

 負債につきましては45,056百万円となり、前連結会計年度末比1,610百万円の減少となりました。これは主

に、長期及び短期リース債務が1,799百万円、短期借入金が1,060百万円、未払消費税等が602百万円増加したも

のの、長期借入金（1年内返済予定を含む）が4,143百万円、支払手形及び買掛金が822百万円、未払金が443百

万円減少したこと等によるものであります。

３）純資産

 純資産につきましては19,664百万円となり、前連結会計年度末比150百万円の増加となりました。これは主に

退職給付に係る調整累計額109百万円の減少があったものの、利益剰余金150百万円、その他有価証券評価差額

金が103百万円増加したこと等によるものであります。この結果、自己資本比率は30.2％となりました（前連結

会計年度末は29.4％）。
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② キャッシュ・フローの状況

 当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末よ

り97百万円減少し、当連結会計年度末には、6,171百万円となりました。

 当連結会計年度における各キャッシュ・フローとそれらの要因は、次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

 営業活動により獲得した資金は5,392百万円（前年同期6,333百万円の収入）となりました。これは、主に減

価償却費2,806百万円、売上債権の減少額1,106百万円による増加要因があったものの、法人税等の支払額1,029

百万円、仕入債務の減少額807百万円による資金の減少要因があったこと等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

 投資活動の結果使用した資金は1,511百万円(前年同期2,586百万円の支出)となりました。これは、主に有形

固定資産の取得による支出1,662百万円及び無形固定資産の取得による支出750百万円による資金の減少要因が

あったものの、敷金及び保証金の回収による収入629百万円、投資その他の資産の減少額595百万円による資金

の増加要因があったこと等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

 財務活動の結果使用した資金は3,979百万円（前年同期1,804百万円の支出)となりました。これは、主に長期

借入れによる収入3,350百万円による資金の増加要因があったものの、長期借入金の返済による支出7,493百万

円による資金の減少要因があったこと等によるものであります。

（参考） キャッシュ・フロー関連指標の推移

  平成23年３月期 平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 

自己資本比率（％） 29.5 29.4 29.9 29.4 30.2

時価ベースの自己資本比率（％） 16.2 14.8 19.6 17.4 21.3

キャッシュ・フロー対有利子負債比率

（年）
3.3 21.1 5.0 2.4 2.3

インタレスト・カバレッジ・レシオ

（倍）
19.8 3.6 15.0 31.3 33.7

 （注）１．各指標の算定方法は以下のとおりであります。

自己資本比率              ： 自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率        ： 株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率   ： 有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） ： 営業キャッシュ・フロー／利払い

２．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

３．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数（自己株式控除後）により算出しております。

   ４．営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用して

おります。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対

象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用してお

ります。

 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 当社は、株主各位への安定的な配当継続を実施することを経営の最重要政策の一つとして位置づけております。競

争力を維持・強化し集客力の増大を図るとともに、業績に裏付けられた成果の配分を行うことを基本方針としており

ます。 

 当期の期末配当につきましては、普通配当１株につき年間配当金20円を実施させていただく予定であります。 

 次期の１株当たりの配当金は、年間配当金（期末）20円を予定しております。今後は競争力を高めることや市場ニ

ーズに応える商品開発、さらに効率的な新規出店等に有効投資してまいります。これは、将来の利益に貢献し、かつ

株主各位への安定的な配当に寄与するものと考えております。株主価値の向上に向け、基本方針に基づく具体的な目

標として、連結ベースで「配当性向30％」を定め、継続的な利益還元に努めてまいります。 

 なお、現状中間配当の実施の予定はありませんが、中間配当も重要な株主還元と考えており、継続的な中間配当の

実施についても検討して参りたいと考えております。

(4）継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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２．企業集団の状況

 当社グループは、当社、子会社７社、持分法適用関連会社１社及び持分法非適用関連会社１社により構成されてお

り、店舗販売事業、レンタル事業、服飾卸販売事業、写真卸販売事業とその他事業を営んでおります。

 当社グループの事業内容及び当社と関係会社の当該事業に係る位置付けは次のとおりであります。なお、次の５事業

は「５.連結財務諸表 (5)連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等）」に掲げるセグメントの区分と同一で

あります。

 

 ①店舗販売事業

 カメラ等の販売、写真プリントサービス、証明写真や記念写真の撮影サービス等を店頭にて提供しております。主

に、当社が販売、サービス提供を行い、現像・プリント等の製造については連結子会社㈱ラボ生産に一部委託してお

ります。

 ②レンタル事業

 カルチュア・コンビニエンス・クラブ㈱のフランチャイジーとしてＤＶＤやＣＤのレンタルを中心に「ＴＳＵＴＡ

ＹＡ」事業を行っており、連結子会社㈱ビコムキタムラが実施しております。

③服飾卸販売事業

 服飾雑貨等の輸入卸販売を行っており、連結子会社㈱キタムラトレードサービスが実施しております。主な取扱い

商品は「ＯＵＴＤＯＯＲ ＰＲＯＤＵＣＴＳ」があります。

④写真卸販売事業

 映像・写真関連商品の卸販売、プリント現像処理サービス及びデジタル加工処理サービスを行っており、連結子会

社㈱ラボネットワークが実施しております。

⑤その他事業

 レントゲンフィルム・医療用機器等の販売、㈱ピーシーデポコーポレーションのフランチャイジーとして「ＰＣ 

ＤＥＰＯＴ」事業等を行っております（連結子会社㈱キタムラメディカル、㈱キタムラピーシーデポ）。

 

 なお、㈱キタムラビジネスソリューションは、グループのシェアード・サービス会社として、コスト低減・サービ

ス・レベルの向上・内部統制強化を目的として、経理総務事務代行業務を行っております。

 持分法適用関連会社しまうまプリントシステム㈱は、インターネット受注での写真プリントサービス事業を行ってお

ります。また、持分法非適用関連会社サイエント ソリューションズ㈱は、当社の次なるeビジネス発展のためコンピュ

ータソフトウェアの開発及び販売を行っております。

 

 企業集団の状況について事業系統図を示すと次のとおりであります。

 

（注）１．しまうまプリントシステム㈱の株式全てを平成27年４月に売却しております。

２．サイエント ソリューションズ㈱の株式全てを平成27年４月に売却しております。
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３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

 当社グループは「カメラのキタムラ」「スタジオマリオ」「Apple正規サービスプロバイダ認定店」を全国に1,300

店展開し、時代に応じた写真の楽しみ方を追求したサービスを提供できる専門店チェーンであります。

 また、店舗とネットショップの相互連携によるオムニチャネルを進め、販売力強化にも繋げております。 

 その経営資源を生かし写真に関するすべてにおいて出店地域で一番のシェアを目指すことで、お客さまより「写真

のことならキタムラへ」と信頼を得られるよう、サービスの提供に努めてまいります。

 また写真文化を育て続け、写真の好きな方に愛される企業になるべく、写真事業を通じて社会貢献を進めてまいり

ます。

(2）目標とする経営指標

 経営基盤と財務体質の強化を図り、企業価値の最大化に努めます。これを実現するために、安定的な利益達成と投

資効率のバランスを重要な指標と捉え、総資本経常利益率の向上を目指します。

(3）中長期的な会社の経営戦略

 ５つの基本戦略を強力に推進します。

   1）ＥＳ（従業者満足）を通じてＣＳ（お客さま満足）を実現する 

   2）「写真のオンリーワン企業」を目指す 

   3）写真領域を拡大して新しい商品とサービスを創る 

   4）スマートフォンの販売とサービス開発を推進する 

   5）写真事業を通じて社会に貢献する

(4）会社の対処すべき課題

 ①現状の認識について

 景気は緩やかな回復基調が続いているものの、個人消費には弱さが見られ、雇用情勢、所得環境等は依然厳し

く、当社グループを取り巻く環境も引き続き厳しい状況が予想されます。

 

 ②対処すべき課題

 デジタル化による写真プリント減への対応やスマートフォンの普及に合わせた販売強化・アップル製品サービ

ス店の展開など事業の拡大が課題です。また、求人難による採用費、人件費の上昇抑制が課題です。
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４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。

 なお、IFRSの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,486 7,388 

受取手形及び売掛金 11,138 10,031 

商品 13,084 12,620 

原材料及び貯蔵品 738 978 

前払費用 633 616 

繰延税金資産 532 467 

未収入金 3,280 2,881 

その他 272 109 

貸倒引当金 △91 △70 

流動資産合計 37,074 35,023 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 14,125 14,346 

減価償却累計額 △10,198 △10,331 

建物及び構築物（純額） 3,926 4,015 

機械装置及び運搬具 1,237 1,271 

減価償却累計額 △972 △1,062 

機械装置及び運搬具（純額） 264 209 

工具、器具及び備品 7,930 8,007 

減価償却累計額 △6,361 △6,478 

工具、器具及び備品（純額） 1,569 1,528 

土地 5,334 5,485 

リース資産 1,692 3,862 

減価償却累計額 △429 △941 

リース資産（純額） 1,262 2,921 

建設仮勘定 332 34 

有形固定資産合計 12,690 14,195 

無形固定資産    

ソフトウエア 1,730 1,664 

その他 791 731 

無形固定資産合計 2,522 2,396 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,518 1,827 

長期貸付金 40 40 

長期前払費用 240 225 

繰延税金資産 1,522 1,474 

敷金及び保証金 9,150 8,749 

仕入先長期積立金 1,410 775 

その他 68 65 

貸倒引当金 △58 △52 

投資その他の資産合計 13,893 13,106 

固定資産合計 29,106 29,697 

資産合計 66,180 64,720 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 17,551 16,728 

短期借入金 200 1,260 

1年内返済予定の長期借入金 7,155 5,374 

未払金 2,697 2,253 

リース債務 403 916 

未払法人税等 671 531 

未払消費税等 369 972 

未払費用 2,351 2,393 

賞与引当金 907 921 

役員賞与引当金 29 28 

その他 306 505 

流動負債合計 32,643 31,886 

固定負債    

長期借入金 7,896 5,534 

リース債務 924 2,210 

役員退職慰労引当金 616 681 

退職給付に係る負債 3,823 4,057 

商品保証引当金 388 332 

資産除去債務 139 139 

その他 234 213 

固定負債合計 14,023 13,169 

負債合計 46,667 45,056 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,852 2,852 

資本剰余金 2,604 2,604 

利益剰余金 14,060 14,210 

自己株式 △12 △12 

株主資本合計 19,504 19,655 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 134 237 

退職給付に係る調整累計額 △207 △317 

その他の包括利益累計額合計 △73 △79 

少数株主持分 82 88 

純資産合計 19,513 19,664 

負債純資産合計 66,180 64,720 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

売上高 152,077 153,174 

売上原価 99,230 99,560 

売上総利益 52,847 53,614 

販売費及び一般管理費    

広告宣伝費 535 467 

給料及び手当 16,729 17,538 

賞与引当金繰入額 542 836 

役員賞与引当金繰入額 29 28 

退職給付費用 535 501 

役員退職慰労引当金繰入額 67 62 

福利厚生費 3,186 3,391 

賃借料 8,985 8,957 

減価償却費 2,037 2,040 

支払手数料 5,893 5,754 

貸倒引当金繰入額 △28 － 

その他 11,797 12,416 

販売費及び一般管理費合計 50,311 51,993 

営業利益 2,536 1,620 

営業外収益    

受取利息 9 8 

受取配当金 15 22 

受取手数料 85 79 

仕入割引 163 156 

持分法による投資利益 9 14 

貸倒引当金戻入額 4 23 

その他 186 213 

営業外収益合計 473 517 

営業外費用    

支払利息 204 162 

支払手数料 79 38 

売上割引 5 5 

貸倒引当金繰入額 2 5 

その他 41 27 

営業外費用合計 333 239 

経常利益 2,676 1,898 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

特別利益    

固定資産売却益 118 － 

特別利益合計 118 － 

特別損失    

持分変動損失 － 23 

固定資産売却損 16 5 

固定資産除却損 165 89 

減損損失 151 337 

ゴルフ会員権評価損 3 － 

特別損失合計 336 456 

税金等調整前当期純利益 2,459 1,442 

法人税、住民税及び事業税 813 901 

法人税等調整額 539 84 

法人税等合計 1,352 986 

少数株主損益調整前当期純利益 1,106 455 

少数株主利益 7 6 

当期純利益 1,098 449 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 1,106 455 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 15 103 

退職給付に係る調整額 － △109 

その他の包括利益合計 15 △6 

包括利益 1,121 449 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 1,114 443 

少数株主に係る包括利益 7 6 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 2,852 2,419 13,294 △539 18,026 

当期変動額           

剰余金の配当     △337   △337 

当期純利益     1,098   1,098 

自己株式の処分   184 5 527 717 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － 184 765 527 1,477 

当期末残高 2,852 2,604 14,060 △12 19,504 

 

           

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

退職給付に係る調整
累計額 

その他の包括利益 
累計額合計 

当期首残高 118 － 118 74 18,220 

当期変動額           

剰余金の配当         △337 

当期純利益         1,098 

自己株式の処分         717 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

15 △207 △192 7 △184 

当期変動額合計 15 △207 △192 7 1,293 

当期末残高 134 △207 △73 82 19,513 
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当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 2,852 2,604 14,060 △12 19,504 

会計方針の変更による累積
的影響額     59   59 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

2,852 2,604 14,119 △12 19,563 

当期変動額           

剰余金の配当     △357   △357 

当期純利益     449   449 

自己株式の取得       △0 △0 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計     91 △0 91 

当期末残高 2,852 2,604 14,210 △12 19,655 

 

           

  その他の包括利益累計額 

少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

退職給付に係る調整
累計額 

その他の包括利益 
累計額合計 

当期首残高 134 △207 △73 82 19,513 

会計方針の変更による累積
的影響額         59 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

134 △207 △73 82 19,572 

当期変動額           

剰余金の配当         △357 

当期純利益         449 

自己株式の取得         △0 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

103 △109 △6 6 0 

当期変動額合計 103 △109 △6 6 91 

当期末残高 237 △317 △79 88 19,664 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 2,459 1,442 

減価償却費 2,690 2,806 

減損損失 151 337 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △33 △26 

賞与引当金の増減額（△は減少） △221 13 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 8 △0 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 190 179 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 60 65 

商品保証引当金の増加額（△は減少） 25 △55 

受取利息及び受取配当金 △24 △30 

支払利息 204 162 

持分法による投資損益（△は益） △9 △14 

持分変動損益（△は益） － 23 

有形固定資産売却損益（△は益） △102 5 

ゴルフ会員権評価損 3 － 

固定資産除却損 138 66 

売上債権の増減額（△は増加） △3,993 1,106 

たな卸資産の増減額（△は増加） 0 223 

その他の資産の増減額（△は増加） 724 576 

仕入債務の増減額（△は減少） 4,441 △807 

その他の負債の増減額（△は減少） 557 514 

その他 19 △32 

小計 7,290 6,557 

利息及び配当金の受取額 17 25 

利息の支払額 △202 △160 

法人税等の支払額 △771 △1,029 

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,333 5,392 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △1,468 △484 

定期預金の払戻による収入 1,418 484 

有形固定資産の取得による支出 △1,647 △1,662 

有形固定資産の売却による収入 341 63 

無形固定資産の取得による支出 △821 △750 

投資有価証券の取得による支出 △911 △183 

敷金及び保証金の差入による支出 △200 △203 

敷金及び保証金の回収による収入 751 629 

貸付けによる支出 △8 △4 

貸付金の回収による収入 10 3 

投資その他の資産の増減額（△は増加） △49 595 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,586 △1,511 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △280 1,060 

長期借入れによる収入 7,300 3,350 

長期借入金の返済による支出 △8,936 △7,493 

自己株式の取得による支出 － △0 

自己株式の売却による収入 717 － 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △267 △537 

配当金の支払額 △337 △357 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,804 △3,979 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,942 △97 

現金及び現金同等物の期首残高 4,326 6,269 

現金及び現金同等物の期末残高 6,269 6,171 

 

- 17 -

㈱キタムラ(2719) 平成27年３月期　決算短信



（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当連結会計年度より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法

を複数割引率へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連

結会計年度の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減して

おります。

 この結果、当連結会計年度の期首の退職給付に係る負債が91百万円減少し、利益剰余金が59百万円増加してお

ります。また、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益への影響は軽微であります。

 なお、１株当たり情報に与える影響は軽微であります。

 

（追加情報）

法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正 

 「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」

（平成27年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以後に開始する連結会計年度から

法人税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使

用する法定実効税率は、従来の35.6％から平成27年４月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時

差異については33.0％に、平成28年４月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異につい

ては、32.2％となります。 

 この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は193百万円減少し、法人

税等調整額が169百万円、退職給付に係る調整累計額が15百万円、その他有価証券評価差額金が８百万円、それ

ぞれ増加しております。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が経営資源の分配の決定及び業績を評価するために、定期的な検証を行う対象となっているものでありま

す。

 当社グループは、多様化する顧客のニーズに合わせた販売形態を主軸としながら、取り扱う商品・サービスに

ついて包括的な戦略を立案し事業活動を展開しております。

 したがって、販売形態別のセグメントから構成されており、「店舗販売事業」「レンタル事業」「服飾卸販売

事業」及び「写真卸販売事業」の４つを報告セグメントとしております。

 「店舗販売事業」はカメラ等販売、写真プリントサービス、証明写真や記念写真の撮影サービス等を店頭にて

提供しております。

 「レンタル事業」はカルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社のフランチャイジーとしてＤＶＤやＣＤの

レンタルを中心に「ＴＳＵＴＡＹＡ」事業を行っております。

 「服飾卸販売事業」は服飾雑貨等の輸入卸販売を行っており、主に「ＯＵＴＤＯＯＲ ＰＲＯＤＵＣＴＳ」商

品を取り扱っております。

 「写真卸販売事業」は映像・写真関連商品、プリント現像処理サービス及びデジタル加工処理サービスを取り

扱っております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と概ね同一であります。

 報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値であります。

 セグメント間の内部売上高及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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 「会計方針の変更」に記載のとおり、当連結会計年度より、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更した

ことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

 当該変更による各報告セグメント利益に与える影響は軽微であります。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

   前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

連結 
財務諸表 
計上額 

（注）３ 
  店舗販売 レンタル 

服飾卸 
販売 

写真卸 
販売 

計 

売上高                  

外部顧客への売上高 134,290 5,069 1,592 5,050 146,003 6,074 152,077 － 152,077 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
－ － 85 108 193 － 193 △193 － 

計 134,290 5,069 1,677 5,158 146,196 6,074 152,271 △193 152,077 

セグメント利益 2,196 38 160 352 2,748 327 3,075 △399 2,676 

セグメント資産 61,372 1,965 574 2,400 66,313 3,271 69,584 △3,403 66,180 

セグメント負債 41,785 1,728 433 2,422 46,369 2,103 48,472 △1,805 46,667 

その他の項目                  

減価償却費 2,124 399 0 150 2,674 10 2,685 5 2,690 

受取利息 37 0 0 2 39 0 39 △30 9 

支払利息 201 10 2 19 233 0 234 △30 204 

特別利益 116 2 － 0 118 － 118 － 118 

（固定資産売却益） 116 2 － 0 118 － 118 － 118 

特別損失 309 9 3 13 336 － 336 － 336 

（固定資産除却損） 153 7 － 4 165 － 165 － 165 

（減損損失） 140 2 － 8 151 － 151 － 151 

セグメント有形固定資

産及び無形固定資産の

増加額 
2,306 717 － 370 3,393 8 3,402 0 3,402 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療用機器販売事業等を含

んでおります。

２．セグメント利益の調整額△399百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△413百万円、持分法投

資利益９百万円及びグループ会社間の未実現損益の調整による影響額４百万円が含まれております。

３．セグメント資産の調整額△3,403百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産248百万円、

資本連結消去額△1,567百万円及び債権債務消去額△2,195百万円が含まれております。

４．セグメント負債の調整額△1,805百万円には、各報告セグメントに配分していない全社負債67百万円、退

職給付に係る負債の調整額322百万円及び債権債務消去額△2,195百万円が含まれております。

５．セグメント利益は、連結財務諸表の経常利益と調整を行っております。
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   当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日）

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

連結 
財務諸表 
計上額 

（注）３ 
  店舗販売 レンタル 

服飾卸 
販売 

写真卸 
販売 

計 

売上高                  

外部顧客への売上高 135,971 5,249 1,592 4,911 147,725 5,449 153,174 － 153,174 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
－ － 62 423 485 0 485 △485 － 

計 135,971 5,249 1,655 5,334 148,210 5,449 153,660 △485 153,174 

セグメント利益 1,525 84 141 369 2,120 229 2,350 △451 1,898 

セグメント資産 60,539 1,965 596 2,465 65,566 2,675 68,242 △3,521 64,720 

セグメント負債 40,710 1,696 464 2,423 45,295 1,555 46,851 △1,795 45,056 

その他の項目                  

減価償却費 2,156 425 0 209 2,792 10 2,802 3 2,806 

受取利息 41 0 0 1 42 0 42 △34 8 

支払利息 160 15 1 19 196 0 197 △34 162 

特別損失 421 3 － 8 432 0 433 23 456 

（固定資産除却損） 85 3 － 0 89 0 89 － 89 

（減損損失） 335 － － 1 337 － 337 － 337 

セグメント有形固定資

産及び無形固定資産の

増加額 
1,846 397 － 158 2,402 16 2,418 △4 2,413 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療用機器販売事業等を含

んでおります。

２．セグメント利益の調整額△451百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△458百万円、持分法投

資利益14百万円及びグループ会社間の未実現損益の調整による影響額△８百万円が含まれております。

３．セグメント資産の調整額△3,521百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産242百万円、

繰延税金資産150百万円、資本連結消去額△1,577百万円、債権債務消去額△2,334百万円及びその他調整額

△２百万円が含まれております。

４．セグメント負債の調整額△1,795百万円には、各報告セグメントに配分していない全社負債71百万円、退

職給付に係る負債の調整額468百万円及び債権債務消去額△2,334百万円が含まれております。

５．セグメント利益は、連結財務諸表の経常利益と調整を行っております。
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【関連情報】

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

 製品及びサービスの区分が報告セグメント区分と同一であるため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

 本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

 

(2）有形固定資産

 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はあ

りません。

 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

 製品及びサービスの区分が報告セグメント区分と同一であるため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が、連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しておりま

す。

 

(2）有形固定資産

 本邦に所在している有形固定資産の金額が、連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はあ

りません。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日）

 セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日）

 該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日）

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成26年４月１日
至  平成27年３月31日）

１株当たり純資産額 1,085.85円 1,093.96円

１株当たり当期純利益金額 62.83円 25.14円

（注）１．潜在株式調整後１株当たりの当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

   ２．(会計方針の変更)に記載のとおり、退職給付会計基準等を適用し、退職給付会計基準第37項に定める経過的な

取扱いに従っております。

     この結果、当連結会計年度の１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益金額に与える影響は軽微でありま

す。

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成26年４月１日
至  平成27年３月31日）

１株当たり当期純利益金額    

当期純利益金額（百万円） 1,098 449

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る当期純利益金額（百万円） 1,098 449

期中平均株式数（千株） 17,486 17,894

 

（重要な後発事象）

 持分法適用関連会社の株式の売却 

 当社は、平成27年４月14日開催の取締役会において、当社保有のしまうまプリントシステム株式会社の全株式

をカルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社に売却することを決議し、平成27年４月15日に売却いたしまし

た。 

 

１．売却の理由 

 写真プリント業界において両社の強みを生かしシナジー効果を生み出すべく協力関係を構築してまいりました

が、新たなサービスを構築するに至らなかったため、売却することとしました。 

２．売却する相手会社の名称 

 カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社 

３．売却した持分法適用関連会社の概要 

(1）名 称：しまうまプリントシステム株式会社 

(2）所在地：鹿児島県日置市 

(3）代表者の役職・氏名：代表取締役社長 永用一彦 

(4）事業内容：写真プリントラボ運営等 

(5）資本金：100百万円（平成27年３月31日時点） 

(6）発行済株式数：35,338株 

(7）当社の所有株式数及び持株比率：6,500株（18.4％） 

４．株式売却の概要 

 売却株数：6,500株 

 売却金額：647百万円 

 売却損：27百万円 

 売却後の持分比率：０％ 
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６．個別財務諸表

（１）貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当事業年度 

(平成27年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,538 6,493 

受取手形 7 2 

売掛金 8,118 7,543 

有価証券 0 － 

商品 12,272 11,610 

貯蔵品 550 716 

前払費用 567 545 

繰延税金資産 422 367 

関係会社短期貸付金 2,000 2,190 

未収入金 3,174 2,797 

その他 271 253 

貸倒引当金 △0 △0 

流動資産合計 33,922 32,520 

固定資産    

有形固定資産    

建物 3,305 3,153 

構築物 270 233 

機械及び装置 214 171 

工具、器具及び備品 1,202 1,140 

土地 4,798 4,977 

リース資産 647 2,047 

建設仮勘定 53 34 

有形固定資産合計 10,493 11,758 

無形固定資産    

電話加入権 145 145 

借地権 442 442 

商標権 51 41 

ソフトウエア 1,185 1,142 

ソフトウエア仮勘定 134 3 

無形固定資産合計 1,959 1,775 

投資その他の資産    

投資有価証券 833 1,150 

関係会社株式 2,252 2,252 

長期貸付金 37 37 

長期前払費用 222 207 

繰延税金資産 1,137 1,125 

敷金及び保証金 8,586 8,215 

仕入先長期積立金 735 100 

破産更生債権等 1 1 

その他 16 14 

貸倒引当金 △25 △19 

投資その他の資産合計 13,797 13,085 

固定資産合計 26,250 26,620 

資産合計 60,172 59,140 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当事業年度 

(平成27年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形 4,512 3,971 

買掛金 10,460 10,808 

短期借入金 － 1,100 

1年内返済予定の長期借入金 7,155 5,324 

リース債務 209 608 

未払金 2,368 2,120 

未払費用 2,028 2,075 

未払法人税等 431 409 

未払消費税等 323 774 

前受金 57 140 

預り金 164 305 

賞与引当金 739 774 

役員賞与引当金 15 13 

設備関係支払手形 98 84 

その他 16 16 

流動負債合計 28,581 28,525 

固定負債    

長期借入金 7,896 5,534 

リース債務 469 1,584 

退職給付引当金 3,019 3,114 

役員退職慰労引当金 457 506 

商品保証引当金 388 332 

資産除去債務 139 123 

その他 183 175 

固定負債合計 12,554 11,371 

負債合計 41,136 39,896 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,852 2,852 

資本剰余金    

資本準備金 2,419 2,419 

その他資本剰余金 184 184 

資本剰余金合計 2,604 2,604 

利益剰余金    

利益準備金 150 150 

その他利益剰余金    

買換資産圧縮積立金 7 7 

別途積立金 9,645 9,645 

繰越利益剰余金 3,654 3,759 

利益剰余金合計 13,458 13,562 

自己株式 △12 △12 

株主資本合計 18,902 19,006 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 133 237 

評価・換算差額等合計 133 237 

純資産合計 19,036 19,244 

負債純資産合計 60,172 59,140 
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（２）損益計算書

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

売上高 134,290 135,971 

売上原価 86,528 87,451 

売上総利益 47,762 48,520 

販売費及び一般管理費 46,107 47,694 

営業利益 1,655 826 

営業外収益    

受取利息 46 53 

受取配当金 428 480 

仕入割引 79 75 

その他 204 228 

営業外収益合計 759 838 

営業外費用    

支払利息 201 160 

支払手数料 79 38 

その他 21 23 

営業外費用合計 303 222 

経常利益 2,111 1,442 

特別利益    

固定資産売却益 115 － 

特別利益合計 115 － 

特別損失    

固定資産売却損 16 － 

固定資産除却損 152 84 

減損損失 140 335 

特別損失合計 308 420 

税引前当期純利益 1,917 1,022 

法人税、住民税及び事業税 441 615 

法人税等調整額 503 3 

法人税等合計 944 618 

当期純利益 972 403 
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【売上原価明細書】

 

   
前事業年度

（自  平成25年４月１日
至  平成26年３月31日）

当事業年度
（自  平成26年４月１日
至  平成27年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

Ⅰ  商品期首たな卸高   11,985   12,272  

Ⅱ  当期商品仕入高   84,280   84,217  

Ⅲ  当期外注加工費   3,790   3,779  

合計   100,056   100,268  

他勘定振替高 ※１ 1,255   1,207  

商品期末たな卸高   12,272   11,610  

売上原価   86,528 100.0 87,451 100.0

 

  （注）※１．他勘定振替高の内訳は次のとおりであります。

 
前事業年度

（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当事業年度
（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

販売費及び一般管理費    

販売促進費 356百万円 346百万円

事務用消耗品費 74 63

その他 824 797

計 1,255 1,207
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

                (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 その他資本
剰余金 

資本剰余金
合計 

利益準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余金
合計   

買換資産 
圧縮積立金 

別途積立金 繰越利益 
剰余金 

当期首残高 2,852 2,419 － 2,419 150 8 9,645 3,013 12,818 

当期変動額                   

剰余金の配当               △337 △337 

当期純利益               972 972 

買換資産圧縮積立金の
取崩           △0   0 － 

自己株式の処分     184 184       5 5 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）                   

当期変動額合計 － － 184 184 － △0 － 641 640 

当期末残高 2,852 2,419 184 2,604 150 7 9,645 3,654 13,458 

 

         

  株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 
  自己株式 株主資本 

合計 

その他有価
証券評価 
差額金 

評価・換算
差額等合計 

当期首残高 △539 17,550 118 118 17,668 

当期変動額           

剰余金の配当   △337     △337 

当期純利益   972     972 

買換資産圧縮積立金の
取崩           

自己株式の処分 527 717     717 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）     15 15 15 

当期変動額合計 527 1,352 15 15 1,367 

当期末残高 △12 18,902 133 133 19,036 
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当事業年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

                (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 
その他資本
剰余金 

資本剰余金
合計 

利益準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余金
合計   

買換資産 
圧縮積立金 別途積立金 

繰越利益 
剰余金 

当期首残高 2,852 2,419 184 2,604 150 7 9,645 3,654 13,458 

会計方針の変更による
累積的影響額               59 59 

会計方針の変更を反映し
た当期首残高 

2,852 2,419 184 2,604 150 7 9,645 3,713 13,517 

当期変動額                   

剰余金の配当               △357 △357 

当期純利益               403 403 

買換資産圧縮積立金の
取崩           △0   0 － 

自己株式の取得                   

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）                   

当期変動額合計 － － － － － △0 － 46 45 

当期末残高 2,852 2,419 184 2,604 150 7 9,645 3,759 13,562 

 

         

  株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 
  自己株式 

株主資本 
合計 

その他有価
証券評価 
差額金 

評価・換算
差額等合計 

当期首残高 △12 18,902 133 133 19,036 

会計方針の変更による
累積的影響額   59     59 

会計方針の変更を反映し
た当期首残高 △12 18,961 133 133 19,095 

当期変動額           

剰余金の配当   △357     △357 

当期純利益   403     403 

買換資産圧縮積立金の
取崩           

自己株式の取得 △0 △0     △0 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）     103 103 103 

当期変動額合計 △0 45 103 103 148 

当期末残高 △12 19,006 237 237 19,244 
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（４）個別財務諸表に関する注記事項

（重要な後発事象）

 関係会社株式の売却

 当社は、平成27年４月14日開催の取締役会において、当社保有のしまうまプリントシステム株式会社の全株式をカ

ルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社へ売却することを決議し、平成27年４月15日に売却いたしました。これ

により、関係会社株式売却損を27百万円計上する予定です。

 なお、詳細につきましては、「５．連結財務諸表（重要な後発事象）」をご参照ください。
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７．その他

(1）役員の異動

①代表取締役の異動

 ・退任予定代表取締役

   代表取締役副会長 杉本 央

②その他の役員の異動

 ・新任取締役候補

   取締役副会長 北村 正雄（現 株式会社キタムラ常勤監査役）

   取締役    中村 和夫（現 富士フイルムメディカル株式会社常勤監査役）

   取締役    田村 均 （現 ＣＳ実践研究所 所長、株式会社ユー・エス・エス取締役）

       （注）田村 均は、社外取締役の候補者であります。

 ・新任監査役候補

   常勤監査役 杉本 央（現 株式会社キタムラ代表取締役副会長）

 ・退任予定監査役

   常勤監査役 北村 正雄

③就任予定日

   平成27年６月23日

(2）その他

 該当事項はありません。
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